
国立大学法人長崎大学 
令和 5年度原子力災害対策事業費補助金(原子力災害等医療実効性確保事業) 
令和 5年度 第 2回「原子力災害医療中核人材研修（長崎大学）」 

募集要項 
 

本研修は、原子力規制庁の令和 5年度原子力災害対策事業補助金（原子力災害等医療実
効性確保事業）の一環として長崎大学が開催するもので、本募集要項は、長崎大学が主催
する第 2回についてのご案内となります。 

 
令和 3年度より本研修を受講するには、基礎研修を修了していることが必要となり

ます。(下図参照)  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
１ 目的 

被ばく・汚染のある傷病者を医療機関で対応する為に必要な高度・専門的な知識と技能
を習得し、中心的役割を担える人材の養成 

 
２ 対象者 

医師、看護師、診療放射線技師 等のうち、下記の研修修了者。 
 
・原子力災害医療基礎研修  （令和３年 4月以降開催） 
・原子力災害医療中核人材研修（令和３年 4月以降開催） 
・過去研修リスト記載の研修 （別添 PDF） 
 
※過去に受講・修了した基礎研修は、申請時に記入ください。（9.申込要領を参照）。 
※令和 2 年度以前の原子力災害医療中核人材研修相当の修了は、本研修の受講資格とは
なりません。 

 



３ 募集人員及び研修期間 
募集人員 20名 
研修期間 第 2回：令和 5年 12月 15日（金）～ 12月 17日（日） 3日間 

 
 

４ 実施場所 
〒852-8501 長崎県長崎市坂本 1丁目 7番 1号 
国立大学法人 長崎大学 坂本キャンパス 被ばく医療総合研修センター 
交通 JR長崎駅よりバス約 20分 
※所要時間は時間帯・道路状況により異なります。 

 
５ 研修科目 

別記 時間表(案)のとおり 
 
到達目標 

• 現場での除染処置がなく、汚染の程度が不明な患者でも受入れることができる 
• 原子力災害拠点病院における医療チームの中心的メンバーとなることができる 
• 被ばく・汚染した患者に関し、自身の病院で何が対応可能か、何を院外に依頼 
するかを判断できる 

 
カリキュラムの特徴 

• 複合災害、大規模災害等による原子力発電所の事故も含め、原子力災害に伴う 
   放射線事故を想定 

• 想定問題を医療及び線量評価の面からグループ討議する机上演習 
• 実際の被ばく医療施設を使用しての患者受入れ･除染処置等を含めた実習 

 
６ 受講料 

無料 
※本研修は原子力災害時の医療体制整備に資するため、原子力規制庁からの補助金事
業の一環として実施されます。 
 

７ 交通費・宿泊費について 
本学の旅費規定に従い、交通費及び宿泊費を支給致します。 
支給詳細については受講決定後お知らせいたします。 
【参考：宿泊費 13,500円、日当 2500円】 

  



 
８ 申込受付期間 

令和 5年 9月 25日（月）～ 10月２5日（水） 
 
９ 申込要領 
 ・ポータルサイトより申し込みください。（「入力操作の手引き」参照） 
・新規アカウント登録（個人情報入力）時に、「原子力災害医療に関する研修受講歴」 
があれば忘れずにご記入ください。受講資格の判断とさせて頂きます。 

  例： H30中核人材研修 (長崎大学) ※年度・開催地も入力ください。 
 

  ポータルサイト https://retms.nirs.qst.go.jp/ 
 

１０ 受講決定通知 
・研修開始日の 1カ月前までに本人宛に結果をご連絡します。応募者多数の場合には受
講人数を調整させていただくことがあります（受講決定は、先着順ではありません）。
なお、研修開始日の１カ月前を経過後も通知文が届かない場合は問い合わせ先までご
連絡下さい。 

 
・受講決定者には経費支払いに関する諸事項・振込依頼書等をご連絡します。 
 
・受講決定後でも社会通念上相当とする理由がある場合は受講決定を取り消す場合があ
ります。 

 
 

１１ 修了証書 
基準を満たした受講生には被ばく医療研修認定委員会より修了証書を発行します。 
終了証書の有効期限は「発⾏⽇の３年後の年度末」とされており、修了証書の期限内に
受講資格のある研修を再度受講もしくは、R6年度から開始予定の技能維持研修を受講す
ることにより期限は更新されます。 
 

 
１2 問い合わせ先 

〒852-8501 長崎県長崎市坂本 1丁目 7番 1号 
長崎大学   原子力災害対策戦略本部 
電話番号  095-819-8536 
E-mail     ner@ml.nagasaki-u.ac.jp 
HP    https://www.gensai.nagasaki-u.ac.jp/ 

https://retms.nirs.qst.go.jp/
https://www.gensai.nagasaki-u.ac.jp/


個人情報の取り扱いについて 
 
申込に際してご記入いただきました氏名、住所、口座番号等の個人情報は、本学の個人情報

保護規程に基づき厳重に取り扱い、原子力災害対策指針に基づく原子力災害時における医療体
制等の整備に向け、本研修の受講記録として管理・保管すること及び、下記の利用目的以外で
は一切使用いたしません。 

 
1.原子力規制庁、高度被ばく医療支援センター及び原子力災害医療・総合支援センターからの 
受講記録照会のため 

 2.原子力施設立地・隣接道府県からの受講記録照会のため 
 3.研修実施機関が受講生への連絡等研修業務を遂行するため 
 4.研修終了後のフォローアップのため 
 5.講師への情報提供のため 
 6.その他研修業務の遂行のため   

 
 ポータルサイトのサイトポリシーも参照（「入力操作の手続き」参照） 

 



１日目　現地実施　12月15日（金）

会場 テキスト

8:30 8:55 0:25

8:55 ー 9:00 0:05

9:00 ー 9:30 0:30

9:30 ー 10:00 0:30

10:00 ー 10:30 0:30

10:30 ー 10:40 0:10

10:40 ー 11:10 0:30

11:10 ー 11:50 0:40

11:50 ー 12:35 0:45

12:35 ー 13:05 0:30

13:05 ー 13:35 0:30

13:35 ー 13:45 0:10

13:45 ー 14:10 0:25 2F

14:10 ー 14:30 0:20 ﾎｰﾙﾎﾞﾃﾞｨｶｳﾝﾀｰによる計測　(測定） 休憩　机移動（班にする） 玉熊・宇佐

14:30 ー 14:50 0:20 休憩　机移動（班にする） ﾎｰﾙﾎﾞﾃﾞｨｶｳﾝﾀｰによる計測　(測定） 福田・宇佐

14:50 ー 16:50 2:00 2F

16:50 ー 17:00 0:10

2日目　現地実施　12月16日（土）

会場

8:50 ー 9:00 0:10

9:00 ー 12:30 3:30 2F

12:30 ー 13:15 0:45

13:15 ー 14:00 0:45 除染 傷病者の汚染検査
井手・柴田・QSTNs・
山本

奥野・東・岩竹

14:00 ー 14:45 0:45 傷病者の汚染検査 除染 奥野・東・岩竹
井手・柴田・QSTNs・
山本

14:45 ー 14:50 0:05

14:50 ー 15:05 0:15 2F

15:05 ー 15:35 0:30 2F

15:35 ー 15:40 0:05

15:40 ー 16:10 0:30 2F 追加講義

16:10 ー 16:50 0:40 1F/2F

16:50 ー 17:20 0:30 1F/2F

17:20 ー 17:30 0:10

３日目　現地実施　12月17日（日）

会場

8:50 ー 8:55 0:05 2F

8:55 ー 12:20 3:25

1F
（A班）
(B班)

2F
(C班)

12:20 ー 12:35 0:15

12:35 ー 12:50 0:15

12:50 ー 13:10 0:20

13:10 ー 13:15 0:05

2F

開講式 ―

令和５年度　第2回原子力災害医療中核人材研修(長崎大学)　 時間表(案)

時間 講義タイトル 講師

  受　付

放射線管理要員の役割 西　弘大

休　憩　

原子力災害事例 高村　昇

医療機関の原子力災害対策 田﨑　修

医療機関での初期対応 山下　和範

放射線障害の診断と治療 宇佐　俊郎

外部被ばくと内部被ばくの線量評価 松田　尚樹

昼　食

2F

2F

  原子力災害時のメンタルヘルス 吉田　浩二

時間 講義タイトル 講師

時間 講義タイトル 講師

 実習準備　（養生　想定１日目終了）

事務連絡 

休憩／移動

 養生 奥野　浩二

１F

 被ばく・汚染傷病者対応（追加講義）

  着替え/休憩

 被ばく・汚染傷病者対応

調整　宇佐
A班　山野・竹山・岩竹
B班　山下・井手・東・(山本)
C班　田﨑・QSTNs・ 奥野

 防護衣着脱 井手・柴田・山本・QSTNs

 実習準備　（第１報　役割分担　動線確認） A班：宇佐・井手・岩竹
B班：山下・柴田・山本・東

C班：QSTNs・奥野

休憩

昼食

山下　和範

　机上演習
宇佐

山下・奥野
井手・東・岩竹・QSTNs・山本

2F

　ポストテスト ―

　総合討論(解説+討論) 宇佐　俊郎

　閉講式 田﨑　修

　ガイダンス　 ―

　ガイダンス 

休　憩

　放射線測定器の取り扱い
工藤・西・阿部・三浦

奥野・東・岩竹

WBC（全員に対してWBC説明）+移動 福田

１F

事務連絡 



§ システム操作に関するご不明な点がございましたら、システム操作サポート窓口へお問い合わせ
ください。

§ 研修申し込み、キャンセルなど研修内容に関することについては、各研修の募集要項に記載
されている研修開催機関（お問い合わせ窓口）までお問い合わせください。

§ 退職、人事異動等の理由により、この被ばく医療研修ポータルサイト（RETMS）を利用する
必要がなくなった場合には、その旨をシステム操作サポート窓口までご連絡ください。
ご連絡等を受けまして、システム操作サポート窓口において当該アカウントIDの利用停止処理を
いたします。

第０.4版

被ばく医療研修管理システム
入力操作の手引き（簡易版）

（受講者向け）



【システム操作サポート窓口】

国立研究開発法人　量子科学技術研究開発機構
量子生命・医学部門 放射線医学研究所
被ばく医療部　被ばく医療研修課（システム担当）
TEL：043-379-7808
e-mail：retms-support#qst.go.jp
（※）上記「#」記号を「＠」記号に置き換えてください。

0.目次

2.各種情報を閲覧する

3.研修に申し込みをする

4.研修申し込み履歴を閲覧する

5.修了証書（写し）をダウンロード、印刷する

1.ログインする

0



研修受講者用の下記URLからアクセスし、ログインボタンを押下します。
https://retms.nirs.qst.go.jp/

新規個人情報登録で登録したアカウント名とパスワードを入力し、ログインします。

入力操作の手引き（簡易版）
操作マニュアル（受講者編）👉👉 P32～P34

研修受講者
版数 0.4

1.ログインする

初めての方は、新規ID申し込みから
新規個人情報登録を行います。

1



新規登録にあたっては、『原子力災害医療に関する研修受講履歴』欄への入力を忘れないように
留意してください。（例：令和〇年度第〇回〇〇研修（〇〇大学開催）実施日〇年〇月〇日）

研修受講者入力操作の手引き（簡易版）
操作マニュアル（受講者編）👉👉 P29～P31 版数 0.4

1.ログインする（つづき）

新規登録にあたっては、「原子力災害医療に関す
る研修受講履歴」への入力を忘れないようにして
ください。
（例）令和〇年度第〇回原子力災害医療〇〇研修
（〇〇大学開催）実施日〇年〇月〇日

2



被ばく医療研修ポータルサイトで各種情報を閲覧することができます。

研修開催予定一覧では、各種研修の開催予定を知ることができます。

入力操作の手引き（簡易版）
操作マニュアル（受講者編）👉👉 P10～P21

研修受講者
版数 0.4

2.各種情報を閲覧する

受講者は、被ばく医療研修ポータル
サイト画面により各種お知らせ、研
修コース概要を知ることができます。

受講者は、選択した研修について、
受講申し込み登録をすることができ
ます。

3



研修開催予定一覧で申込みする研修を選択すると、研修別詳細へ遷移します。
研修内容を確認し、申し込みボタンを押下します。

申込内容を入力し、内容確認のうえ確認ボタンを押下します。
確認ボタン押下後、忘れずに保存ボタンを押下します。

入力操作の手引き（簡易版）
操作マニュアル（受講者編）👉👉 P50～P56

研修受講者
版数 0.4

3.研修に申し込みをする

受講者は、申込内容を入力し受講
申し込み登録をします。

確認ボタン押下後、忘れずに保存
ボタンを押下してください。

4



研修申込みが問題なく行われると、登録されたメールアドレスあてに受付通知メールが送信されます。
（※）メールが届いていない場合は、迷惑メール設定等を確認してください。

入力操作の手引き（簡易版）
操作マニュアル（受講者編）👉👉 P50～P56

研修受講者
版数 0.4

3.研修に申し込みをする（つづき）

5



研修申し込み履歴は、マイページより確認することができます。

入力操作の手引き（簡易版）
操作マニュアル（受講者編）👉👉 P57～P58

研修受講者
版数 0.4

4.研修申し込み履歴を閲覧する

6



修了証書（写し）は、マイページよりダウンロード、印刷することができます。
なお、研修修了後に認定委員会による認定手続が必要なため、研修修了後一週間程度を
要します。

入力操作の手引き（簡易版）
操作マニュアル（受講者編）👉👉 P57～P58

研修受講者
版数 0.4

5.修了証書（写し）をダウンロード、印刷する

クリックしてファイルを
開いてください

7



令和5年度5月現在

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
長大 長大
基礎 基礎
11 12 13 14 15 16 17

甲状腺
佐賀

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 1 2 3 4 5 1 2

甲状腺 甲状腺
長崎 弘前大

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9
甲状腺
広島大

9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16
甲状腺 新派遣 新派遣
QST 鹿児島大学 済生会

16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23
甲状腺 甲状腺
福岡 福島医大

23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30

30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 1 2

甲状腺
QST

8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9
長大 甲状腺
基礎 福井

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16
長大基礎 甲状腺

鹿児島②
22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23

甲状腺
広島大

29 30 31 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30

31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2

派遣：佐賀好生館
派遣：滋賀

7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10 3 4 5 6 7 8 9
甲状腺 甲状腺
QST 広島大

14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17 10 11 12 13 14 15 16
派遣

長崎大
21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24 17 18 19 20 21 22 23

基礎 甲状腺
研修 広島大

28 29 30 31 25 26 27 28 29 24 25 26 27 28 29 30
甲状腺
福井

31

QST2回中核

7 8 9 

6 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年(2023年)度予定表                                    

長崎
中核

長崎2回中核

長崎1回中核

11 12 

長崎
1回中核

広島1回中核

福井1回中核

QST4回中核

福島1回中核

広島2回中核

弘前2回中核

講師
養成

広島
1回中核

QST5回中核

10 

QST3回中核

広島3回中核

講師
養成

弘前1回中核

福島1回中核

3 2 

福井2回中核

1 

QST6回中核

・本予定表は、長崎大学が主催（共催）する
基礎研修、中核人材研修、派遣チーム研修、甲状腺簡易測定研修に加え、
弘前大学、福島県立医科大学、福井大学、量子科学技術研究開発機構（QST）、
広島大学が主催する中核人材研修等の予定を掲載しております。

・原子力災害医療研修はステップアップ方式です。
中核人材研修、派遣チーム研修、甲状腺簡易測定研修等を受講するためには、
基礎研修からステップアップする必要があります。研修の受講計画を立てられる際は、
本予定表を参考としてください。
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